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１学期の振り返り ＆ 夏休みに向けて

【夏休みに向けて】
「和光市地域プロジェクト」がいよいよ本格始動です。期末考査の最終日に、和光市役所の方から
講演をいただきます。良質な問いを立てるために、なるべく多くの情報を集めてほしいと思います!

ルーブリックとは･･･
探究の「道しるべ」となるもの!
探究の到達目標、実際にどのくらい到達している
かを判断するための評価基準が示されています。

他にも夏休み中の進路課題(オープンキャンパス見学)や７月模試についてのお話もありました。
教科の学習、進路研究、探究…すべてが未来につながっていることを意識してほしいです!

【１学期の振り返り】
１学期の終わりも見えてきたこの時期に、ここまでの総探の活動を振り返りました。
取り組んだことを「やりっぱなし」にせず、自分なりに意味づけることで次の活動に生かすことができます。
今回は「ルーブリック」を活用しながら自己評価をしたうえで、活動から学んだことを文章にまとめました。

振り返りを終えて…和国生の声!
単元 【新大陸で新しい町をつくろう】の振り返り
この活動では船の積荷（もの、社会の仕組み、ルール、環境）を取捨選択して、本当に必要なものを考え
ました。班員と何が必要と考えたかを共有する際に一人ひとり選んだものが違っていて、それをまとめるのが少し
大変でした。そのときは、「なぜ必要でないと思ったのか」、逆に「なぜ他のものは必要だと思ったのか」を班員ご
とに言うことで意見をまとめる事ができました。

単元 【文理の知識で未来をデザインしよう】の振り返り
自分が興味を持った分野はほとんどが理系だったが、周りの人が興味を持ったものは文系のものがほとんどだっ
たり、文系と理系が混ざったようなものもあったり、人によって異なっていて非常に興味深かった。この時間をきっ
かけに理系を選択しようと決断することができたので、この授業があってよかったなと思う。


